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事業の沿革

株式会社吉野家ディー・アンド・シー（1988年株式会社吉野家から吉野家ディー・アン

ド・シーに名称変更、以下　吉野家）は1899年、大阪の吉野町出身の松田栄吉が東京都中

央区日本橋にあった魚河岸に開店した定食屋に始まる。当時、牛鍋が大人気であったが庶

民には高嶺の花で、一般家庭では牛肉の細切れを煮込んでご飯にかけて食べていた。松田

栄吉はこれを「牛丼」と名づけて販売した。吉野家を訪れる客は魚河岸に勤める人々で、

いわば食のプロであった。彼らは非常に忙しく、周辺にはあまり食事をする店が多くなか

ったため、気に入った店なら連日のように来店し、平均6分という猛スピードで食事を終

えていくのであった。牛丼で人気の出た吉野家の客も、そのほとんどは毎日、あるいは一

日おきに訪れる常連であった。店は15坪足らずのスペースであったにもかかわらず、毎日

約1000人程度の来客があり、そのほとんどは午前中の数時間に集中していた。

1923年の関東大震災で日本橋魚河岸の店を焼失したが、その後魚河岸が築地に移転した

のに伴って、1926年に築地に店を開く。それが現在も営業を続ける吉野家の第一号店にあ

たる。東京大空襲で店舗を再び焼失した後は、屋台での商売で乗り切った。（吉野家の沿革

は付属資料1に示されている。）
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